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議
員

競
艇
事
業
収
益
金
に
関

す
る
調
べ
と
、
予
算
措
置
の
考

え
方
は
。

総
務
部
長

競
艇
事
業
配
分
金

に
つ
い
て
は
、
教
育
文
化
の
発

展
、
医
療
の
普
及
や
住
民
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
必
要

な
経
費
の
財
源
に
充
て
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
予
算
措
置
に
つ
い
て

は
、
戸
田
競
艇
組
合
の
15
年
度

の
配
分
計
画
を
確
認
し
て
、
予

算
措
置
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

住
民
型
ミ
ニ
公
募
債
は

議
員

住
民
型
ミ
ニ
公
募
債
に

つ
い
て
の
、
本
市
に
お
け
る
検

討
経
過
は
。

総
合
政
策
部
長

平
成
18
年
度

か
ら
、
起
債
発
行
の
許
可
制
が

協
議
制
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

市
民
の
行
政
へ
の
参
加
意
識
の

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方

債
の
個
人
消
化
及
び
公
募
化
を

通
じ
て
、
資
金
調
達
手
法
の
多

様
化
を
図
る
、
新
た
な
資
金
調

達
の
手
段
と
し
て
、
発
行
に
当

た
っ
て
は
今
後
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
見
通
し
は

議
員

来
年
は
固
定
資
産
税
の

評
価
替
え
に
当
た
る
が
、
税
収

へ
の
見
通
し
は
。

が
上
昇
し
、
税
負
担
を
据
え
置

く
土
地
が
ほ
と
ん
ど
と
な
り
、

税
収
減
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
宅
地
化
の
進
展
に
伴

い
、
工
場
・
倉
庫
跡
地
や
駐
車

場
・
農
地
が
住
宅
用
地
に
換
わ

る
こ
と
か
ら
、
減
収
の
要
因
に

つ
な
が
る
傾
向
に
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

家
屋
に
つ
い
て
は
、
在
来
家

屋
は
多
少
下
落
す
る
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
大
規
模
な
建
設
も

あ
り
、
全
体
と
し
て
減
少
幅
は

少
な
い
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、
新

規
に
大
規
模
な
設
備
投
資
が
あ

り
、
多
少
の
増
が
見
込
め
る
と

予
想
し
て
い
ま
す
。

全
体
と
し
て
は
、
当
初
予
算

の
１
・
２
％
の
増
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

市
民
生
活
部
長

来

年
度
は
、
３
年
に
一

度
の
土
地
、
家
屋
の

評
価
替
え
の
年
に
当

た
り
ま
す
。

土
地
に
つ
い
て
は
、

対
前
年
同
期
比
較
で

４
・
３
％
程
度
の
下

落
を
見
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
り
、
土
地
の

評
価
額
に
対
す
る
課

税
標
準
額
の
割
合
で

あ
る
負
担
水
準
割
合

議
員

①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

の
意
見
反
映
に
つ
い
て
。

②
検
討
委
員
会
の
進
捗
状
況
は
。

③
戸
田
市
の
方
向
性
に
つ
い
て
。

④
国
・
県
へ
の
補
助
の
働
き
か

け
に
つ
い
て
。

総
合
政
策
部
長

①
〜
④
６
回

開
催
の
意
見
は
、
上
部
利
用
コ

ン
セ
プ
ト
の
設
定
に
反
映
す
る

こ
と
で
最
大
限
尊
重
さ
れ
、
計

画
に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
12
月
18
日
の
最
終
の
検
討

委
員
会
で
最
終
計
画
案
を
ま
と

め
ま
す
。

方
向
性
は
、
第
５
〜
８
系
列

の
覆
蓋

ふ
く
が
い

整
備
か
ら
利
用
整
備
ま

で
が
完
了
す
る
に
は
相
当
の
期

間
を
要
し
、
第
８
系
列
の
整
備

後
、
上
部
利
用
空
間
の
部
分
整

備
を
進
め
る
よ
う
県
に
働
き
か

け
、
最
終
的
に
第
７
系
列
の
利

用
整
備
ま
で
の
期
間
は
、
暫
定

的
な
利
用
が
出
来
る
よ
う
に
、

市
民
の
皆
様
の
ご
要
望
に
お
応

え
し
て
い
く
考
え
で
す
。

さ
ら
に
、
国
・
県
の
理
解
と

支
援
を
最
大
限
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
積
極
的
に
働
き
か
け
を

い
た
し
ま
す
。

周
辺
対
策
に
つ
い
て

議
員

①
河
川
浄
化
対
策
に
つ

い
て
。

②
沿
道
の
整
備
に
つ
い
て
。

都
市
整
備
部
長

①
菖
蒲
川
及

び
笹
目
川
等
の
水
質
改
善
を
目

指
す
、
第
二
期
水
環
境
改
善
緊

急
行
動
計
画
「
菖
蒲
川
・
笹
目

川
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
Ⅱ
地
域

協
議
会
」
が
、
14
年
２
月
に
発

足
、
同
年
９
月
の
第
２
回
地
域

協
議
会
の
中
で
本
市
等
の
要
望

に
よ
り
、
荒
川
左
岸
排
水
路
が

対
象
河
川
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
行
動
計
画
の
策
定
に

寄
与
い
た
し
ま
す
。

②
本
年
度
か
ら
、
笹
目
川
合
流

部
付
近
と
天
王
橋
付
近
の
２
カ

所
か
ら
順
次
、
上
流
に
向
か
っ

て
護
岸
整
備
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
外
郭
環
状
線
幸
魂
大

橋
ま
で
は
、
処
理
場
の
上
部
利

用
の
整
備
状
況
と
も
整
合
を
図

り
、
そ
れ
以
上
に
つ

い
て
は
荒
川
上
流
工

事
事
務
所
と
協
議
を

行
い
、
野
竹
橋
と
天

王
橋
間
の
既
存
遊
歩

道
を
彩
湖
・
道
満
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
ま
で

リ
ン
ク
さ
せ
る
よ
う

検
討
し
ま
す
。
子
ど

も
達
の
遊
び
場
の
確

保
も
併
せ
、
計
画
の

中
で
検
討
し
ま
す
。

一 般 質 問
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議
員

公
明
党
は
、
市
内
道
路

危
険
箇
所
の
総
点
検
活
動
を
実

施
し
た
。

そ
の
結
果
、
82
カ
所
に
及
ぶ

改
修
・
改
善
の
必
要
あ
る
箇
所

の
指
摘
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の

要
望
箇
所
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

①
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
18
カ
所

②
歩
道
拡
幅
改
修
　
　
11
カ
所

③
道
路
整
備

５
カ
所

④
道
路
照
明
灯
設
置

９
カ
所

⑤
公
園
整
備
　
　
　
　
３
カ
所

⑥
信
号
機
設
置
・
改
修
７
カ
所

⑦
駐
車
問
題
（
指
導
・
改
善
）

８
カ
所

⑧
道
路
標
識
設
置
及
び
改
善

10
カ
所

そ
の
他
、
11
項
目
で
あ
る
。

早
急
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い

と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
ど
う

か
。

都
市
整
備
部
長

公
明
党
さ
ん

が
道
路
危
険
箇
所
の
総
点
検
活

動
を
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
ま
し

て
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

道
路
は
申
す
ま
で
も
な
く
、

日
常
生
活
に
密
着
し
た
最
も
基

本
的
な
基
盤
施
設
と
し
て
、
利

用
す
る
市
民
に
と
っ
て
安
全
で

快
適
な
も
の
で
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
等
に
よ

り
、
良
好
な
道
路
環
境
の
保
全

に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
隅
々

ま
で
目
が
行
き
届
か
な
い
現
状

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
党
を
挙
げ
て
、

特
に
地
域
で
の
利
用
者
の
視
点

に
立
っ
て
の
総
点
検
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
資

料
を
も
と
に
、
ご
指
摘
の
82
項

目
に
つ
き
ま
し
て
、
現
地
を
確

認
・
調
査
い
た
し
ま
し
て
、
緊

急
度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
、

対
処
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

市
民
生
活
部
長

今
後
、
ご
指

摘
の
あ
っ
た
所
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
地
を
確
認
す
る
な
ど
し
、

ま
た
、
関
係
機
関
と
と
も
に
協

議
を
し
な
が
ら
、
取
り
組
み
に

つ
き
ま
し
て
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

来
年
早
々
に
、
第
２
回

目
の
総
点
検
を
行
う
予
定
に
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
節
は
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
い
。

議
員

阪
神
大
震
災
か
ら
８
年
。

こ
の
ほ
ど
制
定
さ
れ
た
埼
玉
県

震
災
予
防
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

を
受
け
、
市
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

市
独
自
の
施
策
を

進
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
さ

ら
に
県
等
と
の
連
携
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
、
ま

ず
活
動
す
る
の
は
住
民
の
方
々

で
あ
り
、「
自
助
」、「
共
助
」
の

意
義
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
重

点
に
、
意
識
啓
発
、
自
主
防
災

組
織
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

議
員

「
自
助
」、「
共
助
」
を

進
め
て
い
く
た
め
に
、
市
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
事
業
所
と
自
主
防
災

会
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

総
務
部
長

市
民
一
人
ひ
と
り

の
意
識
の
高
揚
、
自
主
防
災
会

の
充
実
が
、
災
害
に
強
い
人
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
に
は
欠
か

せ
な
い
と
考
え
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
広
報
紙
を
は

じ
め
、
各
種
の
取
り
組
み
を
す

る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
会
の

充
実
の
た
め
に
、
研
修
や
資
器

材
購
入
の
補
助
、
防
災
訓
練
の

指
導
等
の
ほ
か
、
県
と
連
携
し

て
指
導
者
の
養
成
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

事
業
者
の
方
々
と
の
連
携
に

つ
い
て
も
、
一
層
の
努
力
を
し

て
い
き
ま
す
。

議
員

公
共
施
設
の
耐
震
化
は
、

ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
。

総
務
部
長

13
年
度
ま
で
に
、

小
・
中
学
校
で
17
件
中
７
件
、

そ
の
他
の
施
設
で
、
７
件
中
２

件
が
補
強
を
終
了
。
今
後
も
順

次
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

荒
川
左
岸
排
水
路
に
つ
い
て

議
員

河
川
法
適
用
の
河
川
に

格
上
げ
し
、
新
た
な
名
称
を
付

け
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

都
市
整
備
部
長

格
上
げ
に
つ
い

て
は
、
今
後
の

検
討
課
題
と
い

た
し
た
い
。

名
称
変
更
に

つ
い
て
は
、
今

後
、
地
域
の

方
々
の
意
向
を

伺
い
な
が
ら
、

検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

一 般 質 問

競艇事業収益金競艇事業収益金 競艇競艇事業事業収益金収益金（配分金）は 競艇事業収益金 

永沼　逸郎　議員 

 
　　上部利用　　上部利用 
荒川処理センター 
　　　　上部利用上部利用の今後は 
 
　　上部利用 

平野　進　議員 

道路危険箇所道路危険箇所 
　　　　　　　　８２カ所 
道路危険箇所道路危険箇所総点検で 
　　　　８２カ所を指摘 
道路危険箇所 
　　　　８２カ所 

青木　宏之　議員 

　　　　　人　　　　　人づくり、 
　　　　　地域　　　　　地域づくり 
震災に強い人人づくり、 
　　　　　地域地域づくりを 
　　　　　人づくり、 
　　　　　地域づくり 

平野　泰雄　議員 

▲戸田競艇場

▲上部利用については、市民の声を最大限に尊重

▲日頃から、一人ひとりが防災意識を

▲安全で快適な道路に




